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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2026年３月26日に提出いたしました第177期（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

２　サステナビリティに関する考え方及び取組

(1)　電通グループにとってのサステナビリティ

③　指標及び目標

 
(2)　気候変動への対応

④　目標と実績

　1－1　気候変動に関する目標と実績

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
第一部　企業情報

第２ 【事業の状況】

２ 【サステナビリティに関する考え方及び取組】

(1)　電通グループにとってのサステナビリティ

③　指標及び目標

（訂正前）

（省略）

環境

・GHG　Scope１＋２排出量：10,937tCO2e（基準年比69.6％削減）

・GHG　Scope３排出量：308,783tCO2e（基準年比43.0％削減）

・再生可能エネルギー比率：86.4％

 
（訂正後）

（省略）

環境

・GHG　Scope１＋２排出量：10,937tCO2e（基準年比69.6％削減）

・GHG　Scope３排出量：308,783tCO2e（基準年比43.0％削減）

・再生可能エネルギー比率：87.4％

 

EDINET提出書類

株式会社電通グループ(E04760)

訂正有価証券報告書

2/3



 

(2)　気候変動への対応

④　目標と実績

1－1　気候変動に関する目標と実績

（訂正前）

（省略）

GHG排出量（tCO2e）

 
2030年

（連結目標値）

2019年

（基準値）
2025年実績

2025年

（対基準値）

Scope１＋２
基準値に対して

46.2％削減

36.017 10,937 △69.6％

Scope３ 542,029 308,783 △43.0％

Scope１＋２＋３ 578,046 319,720 △44.7％
 

（注）（省略）

 
再生可能エネルギー使用量(kWh)

2030年

（連結目標値）
2025年実績

100％

総電力使用量
再生可能エネルギー

使用量
再生可能エネルギー比率

57,927,048 50,035,845 86.4％

 

（注）（省略）

 
（訂正後）

（省略）

GHG排出量（tCO2e）

 
2030年

（連結目標値）

2019年

（基準値）
2025年実績

2025年

（対基準値）

Scope１＋２
基準値に対して

46.2％削減

36,017 10,937 △69.6％

Scope３ 542,029 308,783 △43.0％

Scope１＋２＋３ 578,046 319,720 △44.7％
 

（注）（省略）

 
再生可能エネルギー使用量(kWh)

2030年

（連結目標値）
2025年実績

100％

総電力使用量
再生可能エネルギー

使用量
再生可能エネルギー比率

62,582,276 54,691,074 87.4％

 

（注）（省略）

 

 

以上
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